








日時：平成 22 年 6 月 15 日(火) 18:15～ 






















































































































































































































2006 年の長崎さるく博では、日帰り日観光客をボランティアガイド 600 人でもてなし、
年間 1000 万人の観光客があった。和歌山は関東から見れば魅力的に映る。御三家の城があ
る。城を生かした形で客を呼びたい。 
年配の人がターゲットだが、若い人にも来ていただきたい。まだ、ターゲットはしぼりき
れていない。 
和歌山市での「食」といわれたときに、思い浮かぶものがないのが弱いところだ。昨年、
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青年会議所が、ドンマイフェスティバルでタチウオ丼を作った。能登どんぶりは何百箇所の
加盟店を増やしいろいろな店で店独自の能登の味が味わえる。能登どんぶりのように、和歌
山の店が独自の料理を創り、和歌山に来て食べたことで自慢話になるような料理ができれば
人を呼べる。 
大門川でボートに乗ってみたがそれほどくさくなかった。和歌山市のイベントでも予約が
殺到した。川の周辺にカフェ等があり、そこで楽しめる空間になれば更によく、そのために
はもっと川をきれいにしたい。静岡県の三島市はせせらぎ条例をつくり、ボランティアが清
掃に取り組んできれいにしている。和歌山でもできれば予算をつけて川をきれいにし、カフ
ェができるような取り組みが必要だ。 
木下氏： 
活性化は、人が集まり、かつ金が儲かるということが前提だろうが、それだけでなく、皆
が住みたい県にすることが基本だ。住みたい県のアンケート調査では和歌山県は 40 位ほど
にとどまっている。かつて和歌山は、非常に元気のあるまち、元気のある県だった。 
本当の活性化というのは、住みたい、行きたい、学びたい。あるいは終の棲家に和歌山を
選ぶということだと思う。人が集まるだけでなく、持続可能な生活が成立することをもって
活性化と考えたい。 
長期ビジョンについての、フロアからのご指摘はまさにその通りである。3 年前の研究機
構「コンパクトシティ研究会」では、和歌山だけでなくこれからの 21 世紀型のまちはどう
あるべきかということを提言した。限られた資源を限られた地域でどう活かすかということ
は、コンパクトシティを形成すること以外に方法はない。しかし、コンパクトシティを実現
するための手続、ステップはたくさんありうる。構想を明確に掲げて、ロードマップを示し
て、多くの方に賛同していただくことが、長期ビジョンを策定する意味である。 
谷氏： 
人が多く集まればよいというだけでなく、住民の満足につながるもの、QOL（Quality of 
Life）といわれる生活の質に関わることが活性化の意味である。 
ひとけの尐ない市場や寂しい商店街が放置されていることは地域にとって望ましくない。
その地域の魅力、特色がうまく活かされ、売上げ等の経済的数値にも反映されることを目指
すのが活性化の初歩段階であると思う。 
竹田氏： 
地域活性化は多義的な言葉なので注意するよう、学生に指導している。地域活性化には様々
ある。たとえば岸和田市は大きなまちではないし、大きな産業はあまりないが、地域愛がす
ごい。だんじり祭りになると小学校や市役所までも休んでしまう。これも 1 つの地域活性化
である。愛知県の豊田市は典型的な企業城下町で、トヨタは城下町に支えられて発展してい
る。大阪市、東京都は人口が集中している。このように地域活性化はいろいろな程度があり、
いろいろな姿がある。 
和歌山は観光立県で売っている。しかし観光だけをメインにすると、必ずしも良い反応を
する人ばかりではないだろう。活性化は地域の人々が生き生きしているということを目指す
べき姿であるというのが私の意見だ。そうすることにより、受け入れ意識が強まり、おもて
活動報告 
10 
 
なしにつながり、観光客の相互交流を通じて、観光業として発展していくのではないか。 
地域ブランドに関わるが、横浜は港町でお洒落なまちである。東京は大都市、北海道は白
いなどイメージが浮かぶが、和歌山がどういうまちであるかを具体的にいえるのか。和歌山
を受け入れのまち、おもてなしのまちという地域ブランド、イメージをつくっていけばよい
と思っている。地域の人々が郷土愛を強く持ち、和歌山のまちにコミットメントすることで、
すべてが一本の線につながるのではないか。 
 
 コーディネータによるまとめ： 
今回のシンポジウムの意図は、4 つの研究会がそれぞれの成果
を発表するだけでなく、それぞれのフィールドに即してこれから
何をしたらよいか、具体的な一歩踏み出すにはどうすればよいか
を提言したいということだった。質疑応答も含めて、充実した内
容となった。 
今回のシンポジウムは終わりではなく始まりだ。それぞれの研
究会で次につながる取り組みを考え、実行していきたい。今後と
も皆様のご理解とご協力をお願いしたい。 
 
 
最後に、小倉正義理事（和歌山商工会議所専務理事）による閉会挨拶をもって、シンポジウ
ムは終了した。 
 
 
 
